
　これまで究極の輝きを追い求め通
常のダイヤモンドよりも遥かに厳しいク
オリティ基準を設け、その基準をクリア
するダイヤモンドを原石から選び研磨
している『IDEAL®』から、今年で50周
年を迎えたことを記念し、原石調達源
を記載することが発表された。
　 1 9 7 2 年より「 I D E A L C U T 
DIAMOND」の販売元である㈱AP（東
京台東区、石田茂之社長）は、これまで
にもダイヤモンド専門の輸入会社とし
て、AGTダイヤモンド鑑定書第1号取得
（1971年）にはじまり、チャート方式によ
るIDEAL CUT DIAMONDの販売
（1972年）、ダイヤメンションとカラリ
メーターによる正確なコンピュータ評価
の鑑定書の採用（1994年）、GIA 
NewCut Gradingの説明を各所に広
げる（2005年）、3Dデータを含む世界

初のCD鑑定書の採用（2006年）、
Sarine LightTM業界説明会（2014
年）、Sarine Profileの日本導入（2017
年）、Sarine DiamondJourneyの日本
導入など、「IDEAL®」50年の歴史とと
もに、常にダイヤモンド流通の最前線に
立ち、先を見据えた様々な取り組みも行
い進化をもたらしてきている。
　今回の日本初となるダイヤモンド原
石の調達源を記載することは、これか
ら求められる責任あるダイヤモンド調
達の一環として注目されており、ダイヤ
モンド業界になくてはならない取り組
みの一つとして考えられている。
　具体的には、ボツワナ、ロシア、ナミビ
ア、南アフリカなどから産出された原石
に対し「Sarine Diamond Journey」
によって原石情報を取得する。同時に
「キンバリープロセス」の証明書を
「Sarine Profile」で管理し、調達源を
明確にすることで、紛争に関わらない

信頼と安心が裏付けされた原石を手
元まで届ける透明性あるダイヤモンド
のストーリーとして完成させている。
　石田社長は「今できる範囲で、ダイヤ
モンド原石の調達源を明確にすること
や流通過程の透明性への取り組みは
これからのジュエリービジネスに必要
不可欠なことです。価格訴求するだけ
ではなく、ダイヤモンドビジネス本来の
付加価値を追求する重要性は今後高
まっていくはずです。その一環として
Sarine Profileを活用した差別化商品
の提供を始めることにしました。これか
らは4Cだけではなく、輝きを加えたレ
ポートが主流になっていくことも考えれ
ば、自ずと流通の透明性が追求される
ことになります。大手以外のブランドが
取り組み始めるには時間がかかる部分
があると思われるので、他社ブランドと
の差別化商品として勝負する良いタイ
ミングでもあると考えています。また、避

けては通れないDX（デジタルトランス
フォーメーション）に着手することを可
能としたサービスでもありますので、差
別化商品とDXの両面から勧めていき
たいです」と話しており、日本市場にお
いて50年間進化し続ける「IDEAL®」
の最新テクノロジーと究極の輝きによ
る更なる理想の追求が始まったことに
なる。
　さらに「Sarine Diamond Journey」
として原石情報を含んだ「Sar ine
Profile」により、2次流通やリカットでは
ない、原石からカットされたバージンダ
イヤモンドであることの明確な証明にな
ることにも大きな意味がある。
　他ブランドを見ても、責任あるダイヤ
モンドの採掘とサステナビリティへの取
り組みを掲げている「TIFFANY&
CO.」は、2025年までの目標を明確に
示すとともに、責任あるダイヤモンド調
達の一環として、すべての新たに調達
された個別登録済みダイヤモンド
（0.18ct以上）の原産地情報（原産地
域、原産国）を提供しており、それに追
随するかのように複数のブランドでも
責任あるダイヤモンド調達への取り組
みが始まってきている。
　消費国日本としては、消費者を守る
とともに、ダイヤモンドの価値を高めて
いくためにも、ダイヤモンドの調達には
目を光らせていくことが相応しく、ジュ
エリーを販売する関係者すべてが責
任あるダイヤモンド調達に関する理解
を深めることが求められる。

　TASAKIは3月26日～4月18日まで、春
の到来を祝したプロモーション「SAKU-
RA &DIAMOND Celebration」を、
銀座本店で開催している。
　TASAKIのオリジナル素材、SAKU-
RAゴールドを使用した様々なデザイン

のジュエリーをバ
リエーション豊か
に揃えるほか、新
サービス「TASA
KI Diamond Haute Couture Ex-
perience‒TIMELESS MESSAGE」

もあわせて展開
している。
　「TASAKI Di
amond Hau-
te Couture Ex-
perience ‒TI
MELESS MESS

AGE‒」は、“マス
ター オブダイヤ
モンド ” である
TASAKIならでは

の、ダイヤモンドのオートクチュール
サービス。世界最大のダイヤモンド原
石供給元であるデビアスグループと直
接取引できるサイトホルダーで、ダイヤ
モンドの鑑識眼はもちろん、将来性や
トレーサビリティにいたるまで、厳しい
基準をクリアして権威ある資格を取得
した、世界でも稀有なハイジュエラーで
あるTASAKIは、高品質なダイヤモンド

原石を取り扱い、世界最高グレードま
で磨き上げる、卓越した研磨技術を有
している。同プログラムでは、選りすぐり
のラインナップからセレクトした原石を
好みのスタイルで2つのダイヤモンド
ルースにカットし、ジュエリーに仕立て
ることができる。
　ひとつひとつが個性あふれる原石か
ら生まれる、同じDNAを持つ2石のダ
イヤモンドを揃えて持つことで、深い絆
やかけがえのない想いをジュエリーに
託し、大切な人と分かち合うことができ
る、特別なプログラムとなっている。

　日本式おもてなし買取
の世界展開を目指し、香
港でのラグジュアリーブラ
ンドアイテムの買取りを
2019年7月にスタートさ
せたバリュエンスインター
ナショナルリミテッド（香
港特別行政区、六車進社
長）が、バリュエンスグ
ループで仕入れた高品質
なダイヤモンドとジュエ
リーをメインに、海外のバ
イヤーへ販売するリアル
オークション「 S TA R 
BUYERS AUCTION」を
4月12日よりスタートさせ
る。
　バリュエンスインター
ナショナルでは、2017年
3月からダイヤモンドをメ
イン商材とする「STAR

BUYERS AUCTION」香港大会をス
タートさせ、それまで国内で販売してい
たダイヤモンドを、世界の宝飾品の集
積地ともよばれる香港にて販売し、
オークション規模の拡大や海外パート
ナーの開拓を行ってきた。
　2020年は新型コロナウイルスの影
響で開催の延期が余儀なくされていた
が、同グループであるバリュエンステク
ノロジーズ㈱によるシステム開発のも
と、ダイヤモンドオークションを完全オ
ンライン化。ニューノーマルな時代に即
した、時間や場所にとらわれない完全
オンライン形式でのオークションを完
成させた。
　今回のオンライン化に伴い、ダイヤモ
ンドを360度回転画像で確認可能とす
るVision360を導入。現物の下見無し
では値付けが
難しいとされて
いたダイヤモン
ドの質感を写
真で表現し、オ
ンライン上で確
認、入札を可能

にした。
　Vision360は

ダイヤモンドを扱う企業向けに設計さ
れた顕微鏡カメラで、ダイヤモンドや
ジュエリーの360度画像をインタラク
ティブなオンラインビューで提供。既に
28ヵ国、200社以上のダイヤメーカー
やトレーダー、小売業者が導入。バリュ
エンスインターナショナルとしても、これ
まで下見や本番大会開催に要してい
た様々なコストを削減できるうえ、現物
下見との情報差異をなくしたダイヤモ
ンドのネットオークションを実現すると
した。

　同社は、今回のネットオークションへ
の移行をきっかけに、現物下見に重き
をおくダイヤ業者の価値観を刷新し、
今後も開発を進め、時代に即したオー
クションの実施を促進する。さらにバ
リュエンスグループの海外拠点（シン
ガポール、フランス、イギリス、アメリカ）
を中心に開拓したパートナーも委託出
品が可能となり、大会全体の商品数も
増加、これまでリアルでの参加が難し
かったパートナーの新規獲得とGMV
の拡大を図るとしている。
　親会社は東証マザーズ上場、バリュ
エンスホールディングス㈱（証券コード：
9270）。4月の大会日程（オンライン入
札）は、4月12日～19日（https://ww
w.starbuyers-auction-hk.com/）。

究極の輝きを追求する「IDEAL®」が50周年を記念し
日本初の原石調達源の記載を発表
サリネ・プロファイルによる透明性を確保
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原石から同じDNAの
2つのダイヤモンド
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　4月に入り、イベントや新作発表などが増え、本格始動に向けて動き始めています。まだまだWithコロナとして油断
できませんが、それと同時に様々な新たな取り組みが開始されています。勝ち残ることが大事ですが、市場拡大、透明
性ある流通、適正価格、正しい情報開示を目指すなら業界が一丸となることもまた大切です。まずは声を上げることが
その第一歩です。業界に対する疑問や提案をお待ちしています。匿名でも構いません。投稿は、FAX:03-3833-1717、
メール: hayato@carol.ocn.ne.jpまで。
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